第32回　施設処遇検討会議　議事録

H20.12.22　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・上平ユリ子・馬渡道伸・三浦理見

小笠原嘉紀・向奈津美・出貝梢・中村文洋

(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・長谷部Ｓ.Ｇ.Ｍ・清水Ｓ.Ｇ.Ｍ・小坂和子・)
記　録：向　奈津美

議題

１：板橋　利美様（青山荘入所者様）の処遇について

２：中居　松男様（青明舎利用者様）の処遇について

３：五日市　公様（青風荘入所者様）の処遇について

１：板橋　利美様（青山荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　合併症：糖尿病（18単位）・両変性膝関節症（室岡整形外科受信中）

＜問題点＞

①毎日の保清（着替え、入浴、洗濯）継続

介入方法

· 面倒くさがりな性格に加えて、清潔・不潔の現実検討能力が低い為、個別面談を行い、保清に関し、その必要性の理解を促していく。

· デイケア通所、外出時は職員が身だしなみを確認し、出来ている場合には評価し、継続して取り組めるようにする。

· 洗濯、着替えについて、その都度声掛けを行い、自ら定期的に保清を行っていけるよう習慣化を図っていく。

· 本人の衛生状態を見て、必要に応じた保清の声掛け・介入を行い、本人が応じた際は、その事を評価していく。

②健康管理（コーラ摂取、ストレッチ、散歩、体重測定）継続

介入方法

· 外来やデイケアのスタッフと健康についての問題点を情報共有していくことで、スタッフから本人への介入を一貫性あるものとしていく。

· 糖尿病についての危機意識が低下しないよう、定期的な疾病教室を行い、徐々にコーラ摂取量・喫煙本数の減少を図っていく。

· ストレッチを習慣付けていく目的から、ストレッチのチェックカードを作成。定期的にカードのチェック・ストレッチ方法の確認を行う。

· 足の筋力増強の目的から、朝の掃除後、8：30～　　9：00を目途に職員見守りで散歩を行うこととしている。散歩への意識付けに繋げる。

· 足の状態・体調を見ながら、散歩時間を調整し、散歩の日課とすることを目標としている。

· 体重管理を目的に、毎日の体重測定から、体重の自己管理、自己把握を行っていく。

· 過去に高血糖への生活指導から、食事摂取を止め、意識朦朧の末、転倒し急患で運ばれた経緯がある。このことから、体重を減らしていくことについては、本人が食事摂取を止めないように注意を払い、何か行う場合は、相談してもらうようにする。

＜評価＞

　本人と多くの交流を持つことや面談の実施等により情報収集を行い、本人のニーズを捉えていく。また、退所に向けて意識付けを行っていく。ダイエットについては、合併症として糖尿病があることからも、食事に関するダイエットは行わず運動を取り入れていく。

２：中居　松男様（青明舎利用者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　合併症：なし

＜支援内容＞

①活動意欲の向上

· 本人の年齢や体力を考慮し、過度な促しがストレスや精神的負担とならぬよう配慮しながら活動参加を促す。

· 青明舎行事の他にも、本人の趣味や興味のあるものについて情報提供や話題にし、興味関心や活動意欲を高める。

· 友人を通して、行事参加を促すことで、活動に対する関心を高め参加へと繋げる。

②病状変化への対応

· 睡眠時間に対して、過度な眠気が活動の支障となる場合には主治医や外来へ情報提供し、服薬調整していただく。

· 表情や言動に常に着目し病状変化への対応を早急に行う。

· 訪問時に生活状況について確認。変化がある場合には各関係機関へ情報提供を行う。

＜評価＞

　夏頃より活動意欲の低下がみられているため、病状変化も視野にいれながら本人へ声かけをし、また、本人へ声掛けした際の反応の仕方について、デイケアや青山荘職員から情報収集を行いながら支援をしていく。
　
３：五日市　公様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：てんかん精神病　　　　合併症：なし

＜問題点＞

①人間関係においてストレスを溜めやすく、不安定になる。他者に干渉しトラブルになる。

介入方法

· 自分の考えに固執し、押し通そうとする時は本人が納得できるよう繰り返し説明していく。

· 訴えが頻回な時・イライラ感や気持ちの落ち着きのない時はその都度、納得するまで話を聞き、興奮・気分不安定にならないよう介入する。

· 他者との交流の場を見守り、問題やトラブルになりそうな時は介入し、自分の行動､他者との接し方について振り返りをしアドバイスする。

· 本人の楽しみを見つけ、ストレスを解消できる場を設ける。

· 興奮・不安定な状況があるときは主治医に連絡していく。

②身の周りについて

介入方法

· 衣類（着替え・洗濯・収納）・保清はその都度繰り返し介入していく。

· 間食が多く、体重も増加傾向のため買物の仕方についても問題ある時には購入前やプログラムの中でアドバイスしていく。

· 注意力散漫で転倒や怪我等の危険があり、外出時・歩行時に配慮する。身体的機能の低下も見られ、機能維持のプログラムを実施していく。

＜評価＞

　　他者とのトラブルについては、トラブルとなる原因があるため、トラブルとなる原因を把握し未然に防ぐよう支援していく。体重の増加については、デイナイトケアのプログラムを利用し運動できる環境をつくること、また間食を控えるよう声掛けを行っていく。







